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6．まとめ
2011年東日本大震災における仙台市の丘陵造成宅地の被害状
況について，被害メカニズム，被害要因，造成宅地の地震時安
定性の計算手法,対策工法,宅地被災に関わる諸問題について，
その概要を示した．
仙台市の造成宅地の被害を大きくした要因は，地震の主要動
の継糸荊寺間が3分を超えるという巨大地震であったことが誘因
であるが，素因としては，盛土が細粒分を含み，比較的緩い状
態であったこと，細粒分を多く含むことにより盛士内の地下水
位が向く，地震動を受けて間隙水圧が上昇し，滑動に対するせ
ん断抵抗が低卜≦したことが挙げられる。
対策工法を決定するためには，地震時の盛士の安定計算が必
要であるが，今回は震度法を用いて実施し，逆解析により盛士
の平均的な粘着力α内部磨擦角･を決定した。工法の選択に
あたっては，水平震度Aル=0､25を与えたときに，安全率Fが
l.0を超える抵抗力を有する工法とし， さらに施工の制約条件を
加味して最終的な工法を選塩した。
滑動崩落緊急対策事業の実施により， 50戸程度の宅地を含む
大きなすべり及び数戸程度の小さなすべりに対する対策事業は
なされることになる。 しかし，家屋被害は，個々の宅地レベル
の地盤変状（クラック，段差，不同沈下）によって生じること
が多い。
このために，対策事業の実施が個々の宅地や家屋の地震時の安
定性を保証することにはならず，個人レベルでの努力が不可欠
であることを示した。
